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点𝐴,𝐵は𝑥𝑦平面上にあり、𝐴(
√3

2
, −

1

2
, 0) , 𝐵 (

√3

2
,
1

2
, 0)としても一般性を失わない。 

 

𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗より、𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ − 𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ − 𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗) ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 0 であるから、 

𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗は𝐴𝐵⃗⃗⃗⃗  ⃗ = (0,1,0)と垂直である。𝐶は𝑥𝑧平面上の点であり、𝐶(𝑝, 0, 𝑞)とおける。 

𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ =
√3

2
𝑝 = −

√6

4
より ∴ 𝑝 = −

√2

2
 

𝑝2 + 𝑞2 = 1 より 𝑞2 = 1 − 𝑝2 = 1 −
1

2
=

1

2
 ∴ 𝑞 = ±

√2

2
 𝐶 (−

√2

2
, 0, ±

√2

2
)と定まった。 

 

𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ より、同様に、𝐷(𝑟, 0, 𝑠)とおける。 

𝐶 (−
√2

2
, 0,

√2

2
)のとき 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =

√2

2
(−𝑟 + 𝑠) =

1

2
 𝑠 − 𝑟 =

√2

2
 

𝑠 = 𝑟 +
√2

2
を𝑠2 + 𝑟2 = 1 に代入すると (𝑟 +

√2

2
)

2

+ 𝑟2 = 2𝑟2 + √2𝑟 +
1

2
= 1 4𝑟2 + 2√2𝑟 − 1 = 0 

 ∴ 𝑟 =
−√2 ± √6

4
 ∴ 𝑠 =

√2 ± √6

4
 

𝐶 (−
√2

2
, 0, −

√2

2
)のとき 𝑂𝐶⃗⃗⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =

√2

2
(−𝑟 − 𝑠) =

1

2
 𝑠 + 𝑟 = −

√2

2
 

𝑠 = −𝑟 −
√2

2
を𝑠2 + 𝑟2 = 1 に代入すると (𝑟 +

√2

2
)

2

+ 𝑟2 = 2𝑟2 + √2𝑟 +
1

2
= 1 4𝑟2 + 2√2𝑟 − 1 = 0 

 ∴ 𝑟 =
−√2 ± √6

4
 ∴ 𝑠 =

−√2 ∓ √6

4
 

以上により、𝐷(
−√2 ± √6

4
, 0,

√2 ± √6

4
)または𝐷(

−√2 ± √6

4
, 0,

−√2 ∓ √6

4
)である(複号同順)。 

 

𝑂𝐴⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ = 𝑂𝐵⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ ∙ 𝑂𝐷⃗⃗⃗⃗⃗⃗ =
√3

2
∙
−√2 ± √6

4
=

−√6± 3√2

8
 𝑘 > 0 より ∴ 𝑘 =

−√6+ 3√2

8
 ⋯⋯(答) 


